
印
度
學
佛
教
學
研
究
第
五
十
四
巻
第

一
号

平
成
十
七
年
十
二
月

存
覚
と

『報
恩
記
』

三
州
義
士
謂
を
中
心
に

は

じ
め
に

存
覚
は
正
応
三
年

(
一
二
九
〇
)、
本
願
寺
宗
主
覚
如
の
長
男
と
し
て

生
ま
れ
る
。
十
代
後
半
、
奈
良
で
勉
学
の
後
、
二
十

一
歳
よ
り
、
父
に

随
逐
し
て
地
方
の
教
化
に
赴
き
、
ま
た
後
に
は
自
身
、
各
地
に
居
留
し

て
教
線
な
張
っ
た
。
さ
ら
に
著
作
を
通
し
て
親
鸞

の
思
想
を
宗
学
と
し

て
確
立
す
る
こ
と
に
腐
心
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
述
作
は
該
博

で
あ
る
と
共
に
緻
密
で
あ
り
、
後
世
の
宗
学
は
存
覚
に
負
う
と
こ
ろ
が

大
き
い
。

そ
の
中
で

『報
恩
記
』
(暦
応
元
年

一
三
三
八
)
は
、
小
品
で

あ
り
、
内
容
が
存
覚
の
思
想
的
中
核
を
な
す
も
の
と
み
な
さ
れ
な
か
っ

た
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
従
来
そ
の
研
究
は
必
ず
し
も
進
ん
で
い
る
と
は

言
え
な
い
。

本
論

で
は

『報
恩
記
』
の
文
献
的
分
析

に
よ
り
、
『報
恩
記
』
著
述

の
意
図
を
探
り
、
存
覚

の
思
想
の
一
端
に
触
れ
て
み
た
い
。

一
、

『報

恩
記
』

の
成

立

龍

口

恭

子

存

覚

の
自

伝

『
存

覚

一
期

記

』

(
一
三
七
三

年
)

に

よ

れ
ば

、

存

覚

四

十

九

歳

の
暦

応

元

年
三

月

は
備

前

に
滞

在

し

て

い

て
、

こ

の
地

で

『
仮

名

報

恩

記

』
を

著

わ

し

て

い
る
。

ま

た

存

覚

の
生

涯
を

詳

細

に
辿

っ
た

寂

慧

『
鑑

古

録

』

(
一
七

二

一
年
)

に

よ

れ
ば

、

暦
応
元
年
。
存

師
四
十
九
歳
三

月
。
備
後

ノ
国

ニ
シ
テ
ソ
ノ
国
ノ
守

護
某

ノ

亭

ニ
テ
。
日
蓮
派

ノ
僧
輩

ト
法
問

ア
リ
。
・
・

コ
ノ
ト
キ
同
国
山
南

ノ

・
・

(真
宗

全
書

第

六
十
八
巻
三

七
三

頁
)

と

あ

り

、

存

覚

の
本

書

執

筆

動

機

の

一
つ
に

、
願

空

な

る

人

物

か

ら

の

執

筆

要

請

が
あ

る

こ
と

が

知

ら

れ
、

他

に

『
決

智
鈔

』

『
歩

船
鈔

』

等

も

同
時

期

に
書

か
れ

た

こ
と

が
記

さ

れ

て

い
る

。

存

覚

は

『報

恩
記

』

冒

頭

に
、

孝
養
父
母

は
百

行

の
本
な
り
、
内
典

に
も
外
典

に
も

こ
れ
を

す
す
む
。
報

恩

謝
徳
は
衆
善

の
み
な
も
と
な
り
。

(真
聖
全
三

五
六
頁
)

と

父

母

の
恩
を

述

べ
、

『
報

恩

記
』

第

二
段

で

は
、

奉
事
師
長

は
こ
れ
も
三

福

の
随

一
と
し

て
三
世

の
諸
仏

の
大
悲

に
か
な
ふ
べ

き
な
り
。

(

同

二
七

一
頁
)
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と

し

て
、

以

下

、

師

の
恩

徳

を
述

べ
、

父
母

に
ま

さ

る
師

の
恩
を

説

く
。

第
三

段

は
第

一
段

の

「父

母

の
恩

」
、

第

二
段

の

「師

の
恩

」
を

承

け

て
、

こ
れ

ら

へ

「報

恩

」

す

べ
き
を

説

き

、

結
論

と

し

て
、

生
前

に
も
も
と

も
尊

重
頂
戴

の
こ
こ
ろ
ざ
し
を

ぬ
き
ん

で
没
後
に
も

殊
に
追

修

追
善

の

つ
と

め
を
致
す

べ
き
な
り
。
そ

の
追
善

の

つ
と
め
に

は
念

仏
第

一

な
り
。

(

同

二
八
○
頁
)

本

稿

で

は

『
報

恩

記

』

の
父

母
・

師

へ
の
報

恩

の
思

想

の
う

ち
、

父

母

へ
の
報

恩

、

即

ち

「孝

養

」

を

取

り
上

げ

て
言

及

し

た

い
。

二
、
『
報
恩
記

』
と
孝
養

「孝

」

は
儒

教

の
徳

目

の

一
つ
で
あ

る

こ
と

は
無

論

で

あ

る

が
、

仏

教

に
お

い
て
も

『
長

阿

含

経

』
を

初

め
と

し

て
、

『
観

無

量

寿

経

』

に
お

い

て
も
三

福

の
内

の

「世

福

」

の
中

で
重

要

な

も

の
と

し

て
位

置

づ

け

て

い
る
。

従

っ
て
、

中

古

・
中

世

の
孝

子

調

の
隆

盛

に

つ
い

て

は
、

日
本

の
思

想

史

に

お

い
て
、

儒

教

・
仏

教

両

面

か

ら

の
考

察

が
必

要

で
あ

る

が
、

今

存

覚

の
立

場

に
立

っ
て

こ
れ

を
考

え

る
時

、
存

覚

は
、

し
か
る

に
孝
養
報

恩

の
勤
め
は
現
当

に
わ
た
り
内
外

に
通
ず

べ
し
。

し
か
れ

ど
も
外
曲
ハ
に
い
ふ
と

こ
ろ
は
今
生
を
本
と
し
、
聖
教

に
明

す
と

こ
ろ

は
得
脱

を
む
ね
と
す

る
が
ゆ

へ
に
、
現
世

一
旦

の
孝
養
は
夢

の
中

の
報

恩
な

れ
ば

な

を
真
実

に
あ
ら
ず

、
没
後

の
追
善
を

い
と
な

み
て
か

の
菩
提

を
と
ぶ

ら
は
ん

は
ま
め
や
か

の
孝
養
と
な

る
べ
き
な
り
。

(

同

二
五

七
頁
)

と

、
儒

教

的

立

場

で

は
善

行

で

は

あ

っ
て

も

一
世

に
と

ど

ま

り
、

仏

教

存
覚

と

『
報
恩
記
』

(龍

口
)

的
立
場
は
二
世
に
亘
る
善
行
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て

『孝
経
』
『劉

煕
釈
名
』
『誼
法
』
『礼
記
』
『梵
網
経
』
『観
無
量
寿
経
』
『心
地
観
経
』

等
、
多
数
の
文
献
な
引
用
し
て
例
証
す
る
。

存
覚

は
浄
土
真
宗
を
教
団

と
し
て
組
織

し
て
行
く
に
あ
た

っ
て
、

様
々
な
方
法
を
用
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の

一
つ
に
、
当
時
の
庶
民
の

感
覚
に
根
ざ
し
た
思
考
を
重
ん
じ
、
そ
れ
に
沿

っ
た
教
義
展
開
を

な
し

た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
即
ち
、
こ
の
時
代

の
情
勢
に
応
じ
て
、
親
鸞

の
教
義
を
わ
か
り
や
す
く
解
釈
し
直
し
た
り
、
ま
た
こ
の
時
代
に
起

こ
っ
た
問
題
に
対
し
て
浄
土
真
宗
教
団
の
立
場
を
明
確
に
打
ち
出
し
て

行

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
細
川
行
信
氏
は

「他
宗

・
他
流

に
比
べ
て
微
々
と
し
て
振
わ
な
い
浄
土
真
宗

を
興
隆
す
る
為
、
要
望
に

(
1
)

応
え
て
執

っ
た
の
が
与
奪
の
手
段
」
と
し
て
、
聖
道
諸
宗

・浄
土
他
流

.

儒
教

・
神
道

・
民
俗
信
仰

・
女
人

・
陰
陽
道

に
対
し
て

「対
抗
誘
因
」

し
て
い
る
と
す
る
。
即
ち
浄
土
真
宗
興
隆
の
た
め
に
、
当
時
の
民
衆
が

欲
し
て
い
る
も
の
を
分
析
し
、
そ
の
解
答
を

与
え
よ
う
と
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
の
一
つ
に

「孝
養
」
が
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

「孝
養
」
は
当
時
の
民
衆
に
と

っ
て
、
重
要
な
徳
目
の

一
つ
で
あ
り
、

実
践
事
の
ひ
と

つ
で
あ

っ
た
。
そ
の
具
体
的
な
現
わ
れ
と
し
て
、
当
時

の
孝
子
譚

の
非
常
な
隆
盛
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
中
古
・

中
世
の
仏
書

・
文
学
作
品
に
は
多
数
の
孝
子
譚

見
出
す
こ
と
が
で
き

る
が
、
そ
れ
ら
は
中
国
の
典
籍
に
挙
げ
ら
れ
る
多
大
な
数
の
孝
子
譚

に

倍
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は

『報
恩
記
』
中

の
一
話
を

取
り
上
げ

1
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存
覚

と

『報

恩
記
』

(龍

口
)

て
、
孝

子
譚

の
隆

盛
を

伺

い
、

流

布

の

一
端

を

探

っ
て

み
た

い
。

三

、
三

州
義
士

の
話

こ
こ
に
取
り
上
げ
る
の
は

「
三州
の
義
士
」
の
話

で
あ
る

(真
聖
全

三二六
七
頁
)。
あ
る
道

の
辻
に
三
方
か
ら
来
た
三
人
の
男
は
そ
れ
ぞ

れ
に
父
を

亡
く
し
た
も
の
で
あ

っ
た
が
、
そ
こ
に
や

っ
て
来
た
息
子
を

亡
く
し
た
翁
を

父
と
し
て
、
孝
養
を
尽
く
す
。
あ
る
時
翁
は
三
士
の
孝

養

の
心
を

試
す
た
め
に
言
う
。
「大
河
の
中
に
殊
勝

の
宮
殿
を

造
り
そ

の
中
に
我

な
置
か
し
め
よ
」
と
。
激
流
の
中
で
三
士
は
宮
殿
を
造
る
こ

と
を
試

み
る
こ
と
七
日
間
、
三
人
が
途
方
に
暮
れ
た
時
、
天
地
が
こ
の

志
に
動

い
て
、
喜
見
城
も
か
く
や
と
思
わ
れ
る
壮
大
な
宮
殿
が
現
出
し
、

そ
の
内
よ
り
孝
の
心
を
讃
歎
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

『報
恩
記
』
に
は
こ
の
話
の
典
拠
を
、
「是
は

『
阿
含
経
』
の
説
よ
り

出
で
た
り
。」
(

同

二
六
七
頁
)
と
し
て
い
る
が
、
今
、
『阿
含
経
』

の
中
に
こ
の
話
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
講
録

『報
恩
記
講
述
』

に
も
、

さ
て
こ
の
三
州
義
士
の
因
縁
は
次
に
阿
含
経
の
説
よ
り
出
て
た
り
と
の
た
ま

へ
ど
古
来
阿
含
経
に
こ
の
説
な
し
と
申
す
な
り
。

(真
宗
大
系

二
八
巻
三

七
二
頁
)

と
し
て
い
る
。
た
だ
し

『直
談
因
縁
集
』
に
は

「善
逝
に
付

て
阿
含
経

云
。」
と
あ
り
、
管
見
の
範
囲
で
は
、
経
典
中
の
典
拠
を
示
す
の
は
こ
の

例
の
み
で
あ
る
が
、
或

い
は
こ
の
話
を

『阿
含
経
』
に
結
び

つ
け
た
伝

承
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

さ
て
こ
の
話
は
次

の
よ
う
な
文
献
に
見
ら
れ
る
。
『船
橋
本
孝
子
伝
』

巻
上
ノ
八
・
『陽
明
文
庫
本
孝
子
伝
』
・
『今
昔
物
語
集
』
巻
九

ノ
四
十

六

・
『注
孝
選
』
第
五
八

・
『私
聚
百
因
縁
集
』
巻
六
ノ
十
二
。
同
話
は

中
国
の

『太
平
広
記
』
巻

一
六

一
、
三
州
人

・
『太
平
御
覧
』
巻
六

一
地

部
二
六
、
河
祥
瑞
等
に
見
え
る
。
殊
に
近
年
、
寺
院
の
唱
導
書
関
係

の

資
料
の
調
査
、
及
び
紹
介
、
翻
刻
な
ど
に
よ

っ
て
多
く
の
新
資
料
が
明

ら
か
に
さ
れ

つ
つ
あ
る
が
、
そ
の
成
果
と
し
て
、
『金
玉
要
集
』

一
、
養

父
、
寛
朝
草

・
『直
談
因
縁
集
』

一
ノ
四
4

・
『孝
行
集
』
(静
嘉
堂
文
庫

蔵
)
第
六
、
等
が
あ
る
。

か
く
本
話
は
広
く
親
し
ま
れ
た
話
で
あ
る
が
、
そ
の
広
範
な
流
布

の

形
跡
が
伺
え
る
の
は
、
安
居
院
の
唱
導
集

『言
泉
集
』
に
、

三
州
氏
之
有
精
誠
也
得
神
霊
於
波
間
。
五
郡
之
致
孝
行
也
。
顕
天
威
於
河
内
。

晋
三
州
五
郡
契
現
生
有
其
孝
感
。
(
2
)

か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
三
州
義
士
の
説
話
は
こ
の

『言
泉
集
』
に
あ

る
如
く
五
郡
孝
子
の
話
と
対
に
な

っ
て
伝
承
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る

の
で
あ
る
が
、
そ
の
源
泉
を
尋
ね
る
と
、
階

の
天
台
智
顗

の

『摩
詞
止

観
』
第
四
ノ
三
に
、

夫
違
親
離
師
本
求
要
道
。
更
結
三
州
還
敦
五
郡
意
欲
何
之
。

(大
正
蔵
第
四
六
巻

二
五
頁
)

と
あ
り
、
こ
れ
に
注
釈
を
加
え
た
唐
荊
渓
湛
然

『止
観
輔
行
伝
弘
決
』

に

『薫
広
済
孝
子
伝
』
か
ら
こ
の
二
話

の
孝
子
譚
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
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こ
の
孝

子
譚
は

『太
平
御
覧
』
や

『太
平
広
記
』
等
、
類
書
か
ら
の
流

布
も
考

え
ら
れ
る
が
、
『摩
詞
止
観
』
等
、
仏
典
を
通
し
て
受
容
さ
れ

た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
こ
れ
な
裏
付
け
る
も
の
と
し
て
、
院
政
期
の

説
教
の
聞
き
書

『法
華
百
座
聞
書
抄
』
の
天
仁
三
年

(
一
一
一〇
)
三
月

二
十
七
日
条
、
興
福
寺
の
大
輔
得
業
覚
誉
の
説
法
に
五
郡
孝
子
の
話
が

流
暢
に
語
ら
れ
、
追
善
法
要
に
用
意
さ
れ
た
書
写
経
典

の
亡
き
父
母

へ

の
回
向
を

「孝
養
報
恩
」
と
讃
え
て
い
る
。
孝
子
譚

の
受
容
の
形
態
か

ら
、
儒
教

の
徳
目
で
あ
る

「孝
」

の
思
想
が
仏
教
と
ど

の
よ
う
に
関

わ
っ
て
来
た
か
、
そ
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

さ
て
前
記

の
よ
う
な
多
く
の
典
籍

の
中
か
ら

『報
恩
記
』
の
典
拠
と

考
え
ら
れ
る
も
の
を
あ
げ
る
と
す
れ
ば
、
説
話
の
類
似
、
思
想
内
容
か

ら
、
住
信
が
編
纂
し
た

『私
聚
百
因
縁
集
』
に
し
ぼ
ら
れ
る
。
三
州
義

士
の
話

は
、
諸
伝
承
の
儒
教
の
孝
子
伝
の
系
統
、
『太
平
御
覧
』
等
百

科
全
書

系
の
も

の
、
『摩
詞
止
観
』
か
ら
の
伝
承
、
等
が
あ
る
が
、
念

仏

の
因
縁
譚
を

多
く
収
集
し
た
仏
教
説
話
集

『私
聚
百
因
縁
集
』
が
最

も
多
く

の
類
似
点
を
有
し
て
い
る
。

殊

に
他

の
説
話
と
大
き
く
異
な
る
点
は
、
他
の
説
話
集
で
は
三
州
か

ら
寄

っ
た
三
人
の
う
ち

一
人

の
年
長
の
人
を
親
と
仰
ぎ
、
二
人
が
孝
子

と
し
て
仕
え
る
と
い
う
説
話
展
開
に
対
し
て
、
『報
恩
記
』
は
三
人
が

寄
り
、
そ
こ
に
や
っ
て
来
た

一
老
翁
を
父
と
仰
ぐ
と
い
う
も
の
で
、
こ

の
展
開

が
見
ら
れ
る
の
は

『
私
聚
百
因
縁
集
』

の
み
で
あ
る
。
な
お

『私
聚
百
因
縁
集
』
が

『注
好
撰
』
を
典
拠
と
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

存

覚
と

『
報
恩
記
』

(龍

口
)

は
、
既
に
今
野
達
氏

の
論
が
あ
る
。
(
3
)

た
だ
し

『注
好
撰
』
か
ら

『私
聚

百
因
縁
集
』

へ
は
相
当

の
改
変
が
見
ら
れ
る
が
、
『私
聚
百
因
縁
集
』

か
ら

『報
恩
記
』

へ
は
大
部
分
を

踏
襲
し
て

い
る
。
し
か
も
巧

み
に

『私
聚
百
因
縁
集
』
の
論
理
を
用
い
つ
つ
、
存
覚
独
自

の

「念
仏
」
の

論
理
を
展
開
し
て
い
る
。
次
の
部
分
に
は
そ
れ
が
顕
著
で
あ
る
。

既
に
実
の
親
に
あ
ら
ざ
る
を
親
と
名
付
け
て
親
子
を
契
ぎ
る
其
の
義
な
乱
ら

ざ
れ
ば
、
仏
天
随
喜
し
た
ま
ふ
。
況
や
正
し
く
幼
少
よ
り
摩
頂
養
育
を
得
る
、

其
の
恩
を
報
ず
る
養
子
を
や
。
如
何
に
況
や
実
の
父
母
の
恩
徳
報
ぜ
ん
孝
子

を
や
。
我
等
三
界
流
浪
の
空
子
な
り
。
三
州
義
士
の
如
し
。
釈
尊
は
4
乗
愛

護
の
慈
父
な
り
。

一
路
老
翁
に
似
た
り
。
彼
命
に
順
が
は
ば
、
豈
に
生
死
の

大
河
の
中
に
不
退
の
殿
を
設
け
ざ
ら
ん
や
。

(大
日
本
仏
教
全
書

『
私
聚
百

因
縁
集
』

一
〇
六
頁
)

今

此

の
因
縁
な
案
ず

る
に
、
実

の
親

に
は
あ
ら
ざ

れ
ど
も
親

と
名

け

て
孝
行

の
志
を

致
し

し
か
ば
、
仏
天
随
喜

し
て
加
様

の
不
思
議
あ

り
。
何

況
や
多
生

の
宿
縁

に
依

て
を
や
。
報

じ
て
も
猶
報

じ
、
謝
し
て
も
ま
た
謝
す

べ
き
な
り
。

つ
ら

つ
ら

こ
れ
を

思
ふ

に
我
等

は
三

界
流
浪

の
孤

(
み
な

し
ご

)
な
り
。
か

の
三

州

の
義
士

の
如

し
。
釈
尊

は
衆
生
覆
護

の
慈
父
な
り
。

か

の

一
路

の
老

翁

に
似
た

り
。
し
か
れ

ば
釈
尊

の
教
勅

に
順

じ
て
弥

陀

の
名
号
を

称

せ
ば

、

生
死

の
大
海

の
中

に
何
ぞ
不
退

の
宮

殿
を
ま
う
け
ざ
ら

ん
や
。
よ
く
よ
く

こ

れ
を
思

う
べ
し
。

(真
聖
全
三

『報

恩
記
』

二
六
九
頁
)

1
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存
覚

と

『報
恩
記
』

(龍

口
)

四
、
『報
恩
記
』

の
説
話
引
用
態
度

1
、
孝
養
説
話
の
流
布

存
覚

が
孝
養
に
つ
い
て
一
著
を
な
す
こ
と
を
思
い
立

っ
た
の
は
、
直

接
的
に
は
本
稿

の
最
初
に
述
べ
た
よ
う
に
、
備
前
で
の
慫
慂
が
あ
っ
た

か
ら
で
あ
ろ
う
が
、
四
ヶ
月
と
い
う
短
期
間

で
の

『
決
智
鈔
』
『歩
船

鈔』
『
法
華
問
答
』
『至
道
鈔
』
『選
択
注
解
鈔
』
及
び

こ
の

『報
恩
記
』

等
、
六
部
の
書
の
執
筆
と
い
う
こ
と
を
事
実
と
す
れ
ば
、
多
数
の
文
献

の
引
用

か
ら
み
て
も
、
思
い
つ
き
を
さ
ら
さ
ら
と
書
き
留
め
た
訳
で
は

な
い
で
あ
ろ
う
。
恐
ら
く
当
時
の
情
勢
を
踏
ま
え
た
綿
密
な
準
備
が

あ
っ
た
は
ず

で
あ
る
。

本
書

の
テ
ー

マ
で
あ
る

「孝
養
」
に
し
ぼ
る
と
、
「孝
養
」
に
関
す
る

各
宗
派

の
著
述
の
盛
行

の
状
況
が
あ
る
。
日
蓮

『報
恩
抄
』
・
伝
覚
鑁

『孝
養
集

』
(十
二
世
紀
の
成
立
か
)
・
中
世
説
話
集

『孝
行
集
』
(静
嘉
堂

文
庫
)
・
安
居
院
唱
導
書

『金
玉
要
集
』
(内
閣
文
庫
)
等
が
あ
り
、
こ
れ

ら

「孝
養
」
に
関
す
る
書
の
盛
行
が
、
こ
の
テ
ー

マ
に
関
す
る
書
の
執

筆
を

思

い
立
た
せ
る
動
機
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
に
違
い
な
い
。

2
、
虎
関
師
錬
と
の
交
流

存
覚

は

『報
恩
記
』
に
お
い
て
ま
と
ま
っ
た
説
話
を
取
り
入
れ
て
い

る
が
、

こ
の
よ
う
な
形
態
を

試
み
た
要
因
の

一
つ
と
し
て
、
『元
亨
釈

書
』
等
の
編
者
と
し
て
知
ら
れ
る
虎
関
師
錬
と
の
接
触
が
考
え
ら
れ
る
。

『鑑
古
録
』
に
よ
れ
ば
、
存
覚
四
十
二
歳
の
時
、

正
月
二
十
二
日
関
東
へ
下
向
あ
る
べ
し
と
て
、
ま
ず
湖
東
の
瓜
生
津
に
逗
留

し
た
ま
ふ
そ
の
後
上
洛
し
た
ま
ふ
。
・
・
存
師
も
時
々
彼
の
寺

(東
福
寺
)

へ
往
来
あ
て
、
海
蔵
院
の
師
錬
禅
衲
と
入
魂
し
た
ま
ふ
。

(真
宗
全
書

第
六
十
八
巻
三

七
三
頁
)

と
し
て
、
東
福
寺
に

一
時
期
居
住
し
た
虎
関
師
錬
と
の
親
し
い
交
流
を

伝
え
て
い
る
。
師
錬
は
浩
潮
な
我
が
国
の
僧
伝

の
集
成
で
あ
る

『元
亨

釈
書
』
を
完
成
さ
せ
た
禅
僧
で
あ
る
が
、
『鑑
古
録
』
は
二
人
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
語

っ
て
い
る
。
存
覚
は
東
福
寺

の
海
蔵
院
に
住
し
た
師
錬

を
折
々
に
訪
ね
た
が
、
あ
る
時
歓
談
し
、
共
々
両
足
を
伸
べ
て
大
い
に

寛

い
で
い
て
二
人
と
も
眠
り
に
落
ち
た
。
醒
め
て
語
り
合

っ
た
と
こ
ろ

大
蔵
経
の
蔵
に
入
っ
た
同
じ
夢
だ
っ
た
と
い
う
。
中
国
の
子
陵
と
光
武

帝

の
故
事
を
引
き
、
二
人
が
ま
こ
と
に
肝
胆
相
照
ら
す
仲
で
あ
り
、
共

に
学
僧
と
し
て
卓
越
し
た
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
讃
え
て
い
る
。
存
覚

は
か
か
る
交
流
の
中
で
、
説
話
を
述
作
の
中
に
取
り
入
れ
る
示
唆
が
得

ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
考
す
る
の
で
あ
る
。

3
、
『私
聚
百
因
縁
集
』
と
の
関
連

前
述
の
よ
う
に
、
4
州
義
士
の
説
話
伝
承
を
整
理
す
る
と
、
存
覚
が

『報
恩
記
』
に
採
録
し
た
説
話
の
典
拠
と
し
て
最
も
可
能
性
が
高
い
の

は
住
信

の

『
私
聚
百
因
縁
集
』
と
言
え
る
。

『私
聚
百
因
縁
集
』
は
正

嘉
元
年

(
一
二
五
七
)
住
信
が
常
陸
で
編
集
し
た
も
の
だ
が
、
こ
れ
を

備
前
に
居
留
し
た
存
覚
が
引
用
し
た
と
す
れ
ば
、
『私
聚
百
因
縁
集
』

の
広
範
な
流
布
な
知
る
こ
と
が
で
き
、
住
信

の
編
集
し
た
説
話
集
に
目

1
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を
通
し
て
い
た
存
覚
の
姿
勢
も
ま
た
伺
え
る
の
で
あ
る
。
存
覚
は
恐
ら

く
民
衆
教
化
の
た
め
に
様
々
な
情
報
の
蒐
集
を
試
み
た
で
あ
ろ
う
が
、

そ
の

一
つ
に
浄
土
宗
僧
侶
住
信

の
編
纂
し
た

『
私
聚
百
因
縁
集
』
が

あ
っ
た
と
言
え
る
。

五
、
親
鸞

の
孝
と
存
覚

の
孝

さ
て
親
鸞

の

「孝
養
」
に
つ
い
て
の
言
及
と
し
て
遍
く
知
ら
れ
て
い

る
の
は
、
『歎
異
抄
』
第
五
条

の

「親
鸞

は
、
父
母
の
孝
養

の
た
め
と

て
、

一
返

に
て
も
念
仏
ま
ふ
し
た
る
こ
と
い
ま
だ
さ
ふ
ら
は
ず
。
」
(真

聖
全
二

七
七
六
頁
)
の
語
で
あ
ろ
う
。

即
ち
親
鸞
は
、
追
善
回
向
と
し
て
の
念
仏
の
価
値
は
全
く
認
め
て
い

な
か
っ
た
。
そ
の
理
由

は
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
る
。

一
切

の
有
情

は
み
な
も

て
世

々
生

々

の
父
母

兄
弟

な
り
、
…

わ
が

ち
か

ら
に

て
は
げ
む
善

に
て
も
さ

ふ
ら
は
ば

こ
そ
、
念
仏

を
廻
向
し

て
父
母
を

も

た
す
け
さ

ふ
ら

は
め
。

た
だ
自
力
を

す
て
て
、

い
そ
ぎ

さ
と
り
を

ひ
ら
き
なば

、
六
道

・
四
生

の
あ

ひ
だ

い
つ
れ
の
業
苦

に
し
づ
め
り
と
も
、
神
通

方
便

を
も

て
ま
つ
有

縁
を
度
す

べ
き
な
り
。

(真
聖
全

二

七
七
六
頁
)

こ
こ

に

は
、

「孝

養

」

に

つ
い
て

の
親
鸞

の
見

解

が
述

べ
ら

れ

て

い
る

の
み

な

ら
ず

、

親
鸞

の
念

仏

思

想

の
根

幹
を

な

す
絶

対

他

力

の
思

想

が

実

に
端

的

に

示

さ

れ

て

お
り

、

「
孝

養

」

の
た

め

の
念

仏

を

全

否

定

す

る
親
鸞

の
姿

勢

が
貫

か

れ

て

い
る
。

存

覚

に

お

い

て

は

「孝

養

」

は
ど

の
よ

う

に
捉

え

ら

れ

て

い
た

の

で

存
覚

と

『
報
恩
記
』

(龍

口
)

あ

ろ
う

か
。

『
報

恩

記

』

の
中

に

次

の
よ
う

な
文

言

が

あ

る
。

生
前

に
も
も
と
も
尊
重
頂
戴

の
こ

こ
ろ
ざ
し
を

ぬ
き
ん

で
、
没
後

に
も
殊

に

追

修
追
善

の
つ
と
め
を
致
す

べ
き
な
り
。
そ

の
追
善

の
つ
と
め

に
は
念
仏

第

一
な
り
。

(真
聖
全
三

二
八
○
頁
)

現
世

の
祈
祷
亡
者

の
追
修
、
念

仏

の
功
力

に
超
た

る
は
な
く
、
弥
陀

の
利
益

に
す
ぐ
れ
た
る
は
な
し
。

(真
聖
全

三

二
八
○
頁
)

存

覚

は

こ

こ

で

は
念

仏

の
中

に

追

善

・
追

修

の
功

力
を

認

め

て

お

り

、

同

じ
意

味

で

「孝

養

」

も

捉

え

て

い

る

こ
と

が

わ

か

る
。

こ
れ

は
親
鸞

の
先

の
主

張

と

は
少

し

異

な

る
。

こ

の
よ

う
な

存

覚

の
解

釈
を

考

え

る

に

あ

た

っ
て
、

存

覚

の

「神

祇

」

に

つ

い
て

の
解

釈

を

、

普

賢

晃

寿

氏

は
次

の
よ
う

に
述

べ
ら

れ

て

い
る

の
が
注

目

さ

れ

る
。

親
鸞

に
お

い
て
は
本

地
垂
 
説

の
受
容

は
存
し
な

い
。
弥
陀

一
仏

へ
の
信

よ

り
、
明
確

に
神
祇

不
拝
が
主
張

さ
れ

て
い
る
。

こ
れ

に
対

し
、
専
修
念
仏

の

徒
に
加
え
ら
れ
た
神
祇
不
拝

の
非
難

に
対

し
、
存
覚

は
本
地
垂
述
説

を
受

容

し
、
律
令
仏
教

と
同
じ
立

場
を

取

る
こ
と

に
よ
り
、
答
え

て
い
る

の
で
あ
る
。

(普
賢
晃
寿
著

『中

世
真
宗
教
学

の
展
開
』
四
八

二
頁
)

と

し

て
、

「神

祇

論

の
上

に
親
鸞

と

異

な

っ
た
時

代

思

潮

と

の
迎

合

」

な

認

め
て

お
ら

れ

る
。

同
様

の

こ
と

は

「孝

養

」

に

つ
い

て
も
言

え
、

当

時

非

常

な

隆

盛
を

誇

っ
た

孝

子
譚

を

引

用

し

つ

つ
、

孝

養
を

説

い

て

お
り

、

そ

の
思

想

の

根
底

に

は
親
鸞

の
思

想

と

の
異

な

り

が

見

ら
れ

る
が

、

そ

の
論

理

の
展

開

は

ま

こ
と

に

巧

み

で
あ

り

、

か

つ
民

衆

の
生

活

に

根

ざ

し

た

発

想

で

1
9
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存
覚
と

『
報
恩
記
』

(龍

口
)

あ
り
、
浄
土
真
宗
教
団
が
教
団
と
し
て
生
成

の
過
程
な
辿
る
模
索

の
一

つ
で
あ

っ
た
と
言
え
よ
う
。

む
す
び

以
上
要
す
る
に
、
存
覚
は
種
々
な
形
で
浄
土
真
宗
教
団
の
形
成
に
尽

力
し
た
が
、
そ
の
ひ
と
つ
は
当
時
流
布
し
て
い
た

「孝
養
」
の
思
想
の

真
宗
的
解

釈
で
あ
る
。
儒
教
の
思
想
と
し
て
公
布
さ
れ
て
い
る

「孝
」

の
観
念
を

仏
教
の
思
想
と
し
て
徹
底
さ
せ
た
。
儒
教
の
孝
養
は
現
世
の

み
の
福

で
あ
る
が
、
仏
教

の
孝
養
は
現
世

・
当
世
の
二
世
に
わ
た
る
真

実
の
報
恩

で
あ
り
、
念
仏
こ
そ
第

一
の
追
善
と
説
く
。
こ
こ
に
は
庶
民

の
感
覚
を
巧
み
に
捉
え
、
念
仏
の
あ
り
方
を
模
索
し
た
姿
勢
が
み
て
と

れ
る
。
俗
信
仰
の
理
解
を
徹
底
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
親
鸞

の
教
義

の

理
解
を

示
し
た
。
そ
れ
は
親
鸞
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れ
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。
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It is said that "The Answer to the Kamakura Second Degree Zen 
Nun"(hereafter (1)) and "The Answer to Tsunoto no Saburo Entering the 

Way" (on September 18) (hereafter (2)) were written by Honen-bo Genku. Be-
cause there are some similar sentences in them, it seems that one preceded 

the other. 

The purpose of this paper is to examine which one was written first. I 
conclude that (2) was written first, then (1) was written relying on (2) by a 

later and different writer. 

Having compared the contents of two letters, I have found that some sen-
tences in (1) are out of context with (2). I have also found that some of the 

first half of each sentence are extremely similar, while the corresponding 
second halves are completely different. Therefore, I suppose that these two 

letters were written by different writers. 

37. Zonkaku and the Hoonki 

Kyoko TATSUGUCHI 

Zonkaku (1290-1373) was the fourth generation descendant of Shinran, the 

founder of the Jodoshin school of Japanese Buddhism. He traveled through-
out Japan with his father Kakunyo, and wrote many books to spread Shin-
ran's doctrine. 

This paper will analyze his reason for writing the Hoonki. Zonkaku be-
lieved that filial piety in Buddhism is better than filial piety in Confucian-

ism. In Confucianism filial piety brings happiness in this life, but in Bud-

dhism filial piety brings happiness in both this life and the life to come. 
Nembutsu is the best expression of filial piety. 

38. The Change of Time in Shinran's Thought: from the moment of death to 

the present life 

Mikio TAKEDA 

In my paper I wish to discuss Shinran's idea of the change of time. Shinran

1256


